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４

特
別
寄
与
料
の
額
は
、
被
相
続
人
が
相
続
開
始
の
時
に
お
い
て
有
し
た
財
産
の
価
額
か
ら
遺
贈
の
価
額
を
控
除

し
た
残
額
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

５

相
続
人
が
数
人
あ
る
場
合
に
は
、
各
相
続
人
は
、
特
別
寄
与
料
の
額
に
第
九
百
条
か
ら
第
九
百
二
条
ま
で
の
規

定
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
相
続
人
の
相
続
分
を
乗
じ
た
額
を
負
担
す
る
。

第
二
条

民
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
千
四
十
一
条
」
を「
第
千
二
十
七
条
」に
、「
第
八
章

遺
留
分
（
第
千
四
十
二
条

第
千
四
十
九
条
）

第
九
章

特
別
の
寄
与
（
第
千
五
十
条
）

」

を
「
第
八
章

配
偶
者
の
居
住
の
権
利

第
一
節

配
偶
者
居
住
権
（
第
千
二
十
八
条

第
千
三
十
六
条
）

第
二
節

配
偶
者
短
期
居
住
権
（
第
千
三
十
七
条

第
千
四
十
一
条
）

第
九
章

遺
留
分
（
第
千
四
十
二
条

第
千
四
十
九
条
）

第
十
章

特
別
の
寄
与
（
第
千
五
十
条
）

」 に
改
め
る
。

第
千
二
十
八
条
か
ら
第
千
四
十
一
条
ま
で
を
削
り
、
第
五
編
中
第
九
章
を
第
十
章
と
し
、第
八
章
を
第
九
章
と
し
、

第
七
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
八
章

配
偶
者
の
居
住
の
権
利

第
一
節

配
偶
者
居
住
権

（
配
偶
者
居
住
権
）

第
千
二
十
八
条

被
相
続
人
の
配
偶
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
配
偶
者
」
と
い
う
。）は
、
被
相
続
人
の
財

産
に
属
し
た
建
物
に
相
続
開
始
の
時
に
居
住
し
て
い
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
そ
の
居
住
し
て
い
た
建
物
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
居
住
建
物
」
と
い
う
。）の
全
部
に
つ
い
て
無
償
で

使
用
及
び
収
益
を
す
る
権
利
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
配
偶
者
居
住
権
」
と
い
う
。）を
取
得
す
る
。
た
だ
し
、

被
相
続
人
が
相
続
開
始
の
時
に
居
住
建
物
を
配
偶
者
以
外
の
者
と
共
有
し
て
い
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

一

遺
産
の
分
割
に
よ
っ
て
配
偶
者
居
住
権
を
取
得
す
る
も
の
と
さ
れ
た
と
き
。

二

配
偶
者
居
住
権
が
遺
贈
の
目
的
と
さ
れ
た
と
き
。

２

居
住
建
物
が
配
偶
者
の
財
産
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
他
の
者
が
そ
の
共
有
持
分
を
有
す

る
と
き
は
、
配
偶
者
居
住
権
は
、
消
滅
し
な
い
。

３

第
九
百
三
条
第
四
項
の
規
定
は
、
配
偶
者
居
住
権
の
遺
贈
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
審
判
に
よ
る
配
偶
者
居
住
権
の
取
得
）

第
千
二
十
九
条

遺
産
の
分
割
の
請
求
を
受
け
た
家
庭
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
限
り
、
配
偶
者
が
配
偶
者

居
住
権
を
取
得
す
る
旨
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

共
同
相
続
人
間
に
配
偶
者
が
配
偶
者
居
住
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
し
て
い
る
と
き
。

二

配
偶
者
が
家
庭
裁
判
所
に
対
し
て
配
偶
者
居
住
権
の
取
得
を
希
望
す
る
旨
を
申
し
出
た
場
合
に
お
い
て
、
居

住
建
物
の
所
有
者
の
受
け
る
不
利
益
の
程
度
を
考
慮
し
て
も
な
お
配
偶
者
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
特
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
（
前
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）。

（
配
偶
者
居
住
権
の
存
続
期
間
）

第
千
三
十
条

配
偶
者
居
住
権
の
存
続
期
間
は
、
配
偶
者
の
終
身
の
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
遺
産
の
分
割
の
協
議
若

し
く
は
遺
言
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
、
又
は
家
庭
裁
判
所
が
遺
産
の
分
割
の
審
判
に
お
い
て
別
段
の
定
め
を

し
た
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
配
偶
者
居
住
権
の
登
記
等
）

第
千
三
十
一
条

居
住
建
物
の
所
有
者
は
、
配
偶
者
（
配
偶
者
居
住
権
を
取
得
し
た
配
偶
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
節

に
お
い
て
同
じ
。）に
対
し
、
配
偶
者
居
住
権
の
設
定
の
登
記
を
備
え
さ
せ
る
義
務
を
負
う
。

２

第
六
百
五
条
の
規
定
は
配
偶
者
居
住
権
に
つ
い
て
、
第
六
百
五
条
の
四
の
規
定
は
配
偶
者
居
住
権
の
設
定
の
登

記
を
備
え
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
配
偶
者
に
よ
る
使
用
及
び
収
益
）

第
千
三
十
二
条

配
偶
者
は
、
従
前
の
用
法
に
従
い
、
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
、
居
住
建
物
の
使
用
及
び

収
益
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
従
前
居
住
の
用
に
供
し
て
い
な
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
居

住
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２

配
偶
者
居
住
権
は
、
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

配
偶
者
は
、
居
住
建
物
の
所
有
者
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
、
居
住
建
物
の
改
築
若
し
く
は
増
築
を
し
、
又
は
第

三
者
に
居
住
建
物
の
使
用
若
し
く
は
収
益
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

配
偶
者
が
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
、
居
住
建
物
の
所
有
者
が
相
当
の
期
間
を
定

め
て
そ
の
是
正
の
催
告
を
し
、
そ
の
期
間
内
に
是
正
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
居
住
建
物
の
所
有
者
は
、
当
該
配
偶

者
に
対
す
る
意
思
表
示
に
よ
っ
て
配
偶
者
居
住
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
居
住
建
物
の
修
繕
等
）

第
千
三
十
三
条

配
偶
者
は
、
居
住
建
物
の
使
用
及
び
収
益
に
必
要
な
修
繕
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

居
住
建
物
の
修
繕
が
必
要
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
配
偶
者
が
相
当
の
期
間
内
に
必
要
な
修
繕
を
し
な
い
と
き

は
、
居
住
建
物
の
所
有
者
は
、
そ
の
修
繕
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

居
住
建
物
が
修
繕
を
要
す
る
と
き（
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
配
偶
者
が
自
ら
そ
の
修
繕
を
す
る
と
き
を
除
く
。）、

又
は
居
住
建
物
に
つ
い
て
権
利
を
主
張
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
配
偶
者
は
、
居
住
建
物
の
所
有
者
に
対
し
、
遅

滞
な
く
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
居
住
建
物
の
所
有
者
が
既
に
こ
れ
を
知
っ
て
い
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
居
住
建
物
の
費
用
の
負
担
）

第
千
三
十
四
条

配
偶
者
は
、
居
住
建
物
の
通
常
の
必
要
費
を
負
担
す
る
。

２

第
五
百
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
通
常
の
必
要
費
以
外
の
費
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
居
住
建
物
の
返
還
等
）

第
千
三
十
五
条

配
偶
者
は
、
配
偶
者
居
住
権
が
消
滅
し
た
と
き
は
、居
住
建
物
の
返
還
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
配
偶
者
が
居
住
建
物
に
つ
い
て
共
有
持
分
を
有
す
る
場
合
は
、
居
住
建
物
の
所
有
者
は
、
配
偶
者
居
住

権
が
消
滅
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
は
、
居
住
建
物
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

第
五
百
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
六
百
二
十
一
条
の
規
定
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
配
偶

者
が
相
続
の
開
始
後
に
附
属
さ
せ
た
物
が
あ
る
居
住
建
物
又
は
相
続
の
開
始
後
に
生
じ
た
損
傷
が
あ
る
居
住
建
物

の
返
還
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
使
用
貸
借
及
び
賃
貸
借
の
規
定
の
準
用
）

第
千
三
十
六
条

第
五
百
九
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
六
百
条
、
第
六
百
十
三
条
並
び
に
第
六
百
十
六
条
の

二
の
規
定
は
、
配
偶
者
居
住
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
節

配
偶
者
短
期
居
住
権

（
配
偶
者
短
期
居
住
権
）

第
千
三
十
七
条

配
偶
者
は
、
被
相
続
人
の
財
産
に
属
し
た
建
物
に
相
続
開
始
の
時
に
無
償
で
居
住
し
て
い
た
場
合

に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
そ
の
居
住
し
て
い
た

建
物
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
居
住
建
物
」
と
い
う
。）の
所
有
権
を
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
者
（
以

下
こ
の
節
に
お
い
て
「
居
住
建
物
取
得
者
」
と
い
う
。）に
対
し
、居
住
建
物
に
つ
い
て
無
償
で
使
用
す
る
権
利（
居

住
建
物
の
一
部
の
み
を
無
償
で
使
用
し
て
い
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、そ
の
部
分
に
つ
い
て
無
償
で
使
用
す
る
権
利
。

以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
配
偶
者
短
期
居
住
権
」
と
い
う
。）を
有
す
る
。
た
だ
し
、
配
偶
者
が
、
相
続
開
始
の
時

に
お
い
て
居
住
建
物
に
係
る
配
偶
者
居
住
権
を
取
得
し
た
と
き
、
又
は
第
八
百
九
十
一
条
の
規
定
に
該
当
し
若
し

く
は
廃
除
に
よ
っ
て
そ
の
相
続
権
を
失
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

居
住
建
物
に
つ
い
て
配
偶
者
を
含
む
共
同
相
続
人
間
で
遺
産
の
分
割
を
す
べ
き
場
合

遺
産
の
分
割
に
よ
り

居
住
建
物
の
帰
属
が
確
定
し
た
日
又
は
相
続
開
始
の
時
か
ら
六
箇
月
を
経
過
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

第
三
項
の
申
入
れ
の
日
か
ら
六
箇
月
を
経
過
す
る
日

２

前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
は
、
居
住
建
物
取
得
者
は
、
第
三
者
に
対
す
る
居
住
建
物
の
譲
渡
そ
の
他
の
方
法

に
よ
り
配
偶
者
の
居
住
建
物
の
使
用
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

３

居
住
建
物
取
得
者
は
、
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
い
つ
で
も
配
偶
者
短
期
居
住
権
の
消
滅

の
申
入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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